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認知症カフェで、ひとやすみしませんか？ 

【認知症カフェとは】 

 認知症の人やその家族、医療や介護の専門職、地域の人など、誰もが

気軽に参加できる「集いの場」であり、誰もが相談でき、安心して過ご

せる「地域の居場所」です。 

 活動の内容は様々ですが、一般には、認知症の人やその家族同士が情

報交換したり、医療や介護の専門職に相談をしたり、地域の人と交流し

たりします。季節のイベントや手作業の他、歌を歌ったりするところも

あります。 

【認知症カフェの特徴】 

 認知症の人やその家族、支援者、地域の人が、誰でも気軽に参加でき、

専門職に相談ができることが、従来のサロンや家族会との違いです。 

 認知症カフェは、認知症の人やその家族が、社会とのつながりを持ち、

自分たちの思いを語り合える場です。地域の人の認知症への理解を深め、

支援の輪を広げていくきっかけになります。 

【丹波篠山市内の認知症カフェ】 

 市内ですでに運営されている認知症カフェは全部で５か所あります。 

それぞれの開催日については、丹波篠山市地域包括 

支援センターだよりの裏面にある「お知らせ BOX」 

をご覧いただき、ぜひ、お気軽にお立ち寄りください。 

なお、悪天候の場合など、やむを得ず中止となる場 

合がありますので、ご了承ください。 

丹波篠山市地域包括支援センターだより 
 

社会福祉法人 丹波篠山市社会福祉協議会 
丹波篠山市東部地域包括支援センター（担当地区：多紀・城東・篠山） 

〒６６９－２５４５ 丹波篠山市小田中２２０番地２（保健センター内） 
ＴＥＬ ５５８－０３２４ ＦＡＸ ５５８－０５６８ 

丹波篠山市西部地域包括支援センター（担当地区：西紀・丹南・今田） 
〒６６９－２２０５ 丹波篠山市網掛３０１番地（丹南健康福祉センター内） 
ＴＥＬ ５９４－３７７６ ＦＡＸ ５９０－１５５７ 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 と  き と こ ろ 内  容 問 い合わ せ 先 

こころの相談日 

２月 21 日（金） 
３月 27 日（金） 
（第 3 金曜日） 

13：30～ 

丹波篠山市民センター 
高齢者の相談 
(主に認知症など) 
※要予約 

丹波篠山市役所 
長寿福祉課 
高齢支援係 
TEL552-5346  

かやのみカフェ 
３月 22 日（日） 

(奇数月第４日曜日) 
10：00～ 

日置ふるさとステーション 
(中信城東支店向かい) 

認知症介護で悩ん
でいる人や認知症
に関心がある人が
気軽に立ち寄れる
スペース 

丹波篠山市役所 
長寿福祉課 
高齢支援係 
TEL552-5346  

 
東部地域包括支援センター  

TEL558-0324 

西部地域包括支援センター

TEL594-3776  

ホッと・ひといき
カ フ ェ 

２月 10 日（月） 
３月９日（月） 
（第２月曜日） 

13：30～ 

城下まち会館 

たきたきカフェ 

２月２日（日） 
３月１日（日） 
（第１日曜日） 

10：00～ 

篠山東デイサービスセンター 

りんごカフェ 

２月 12 日（水） 
３月 11 日（水） 
（第２水曜日） 

14：00～ 

喫茶店「林檎の樹」  
（岡野小学校前） 

カフェやすらぎ 

2 月 13 日（木） 
３月 12 日（木） 
（第 2 木曜日） 

13：30～ 

古市サービスステーション  
（西井クリニックの横）  

高齢者・障がい者 
権利擁護専門相談会 

２月 12 日（水） 
２月 25 日（火） 
（第２・４火曜日） 

13：30～ 

四季の森生涯学習センター 

高齢者・障がい者
の生活上のお困り
ごとに関する相談 
※要予約 

権利擁護サポート
センター 
丹南健康福祉セン
ター 
TEL594-2022 

介護セミナー 
共催：権利擁護 

フォーラム 
3 月８日（日） 丹南健康福祉センター 

権利擁護サポート
センター 
TEL594-2022 
西部地域包括支援センター
TEL594-3776  

認知症になっても 

安心して暮らせるまちづくり 

 

地域包括支援センターの日々の活動をＰＲ 

～地域包括支援センターインフォメーション～ 

☆お知らせＢｏｘ☆ 

 

 退職後、妻と一緒に転居してきた A さんに

もの忘れが現れ始めて、以前住んでいた家や

行きつけの喫茶店、友達に会いに電車に乗っ

て出かけるようになりました。ある日いつも

の駅で反対方向行きの電車に乗り、駅で警察

に保護されました。このままでは自宅で介護

ができないと悩んだ妻はケアマネジャーに相

談しました。 

 「認知症高齢者などの見守り・SOS ネット

ワーク」の登録を行い家族、民生委員、自治

会長、担当ケアマネジャー、地域包括支援セ

ンターで日頃の見守り体制の話し合いをしま

した。今まで地域とのかかわりが無かったた

め、この話し合いを機に地域が関わるきっか

けになりました。 

 その後、本人が安心する場所として介護保

険のサービスも利用しながら自宅で過ごされ

ています。 

 住み慣れた地域で安心して笑顔で暮らすた

めには、地域でのさりげない見守りや声掛け

がとても重要です。 

令和２年１月１９日（日）、福住地区総合防災訓練 

 

市内を通る御所谷断層を震源とする震度６の地震を

想定した訓練で、およそ２６０名の住民と関係団体が

参加しました。 

地震発生後、各地域の公民館から旧福住小学校体育

館へ避難する訓練に続き、ひょうご防災特別推進員に

よる講演会、防災ヘリによる救助訓練のほか、煙の体

験コーナーや子どもや女性に配慮した避難所展示など

も開催されました。 

また、陸上自衛隊（青野原駐屯地）の方々による炊

き出し訓練、非常食の配布がありました。訓練の積み

重ねが日頃の防災意識の向上 

につながる事をあらためて感 

じることができました。 

災害は自宅にいる時に起こ 

るとは限りませんが、このよ 

うな機会を通じてそれぞれの 

家庭でも話し合うきっかけに 

なったのではないでしょうか。 
防災ヘリによる救助訓練 


